





































事例１ 第１学年･･････････････････････････････････････････････  6 
お気に入りの乗り物で乗り物図鑑をつくって，図書室に置いてもらおう 
事例２ 第１学年･･････････････････････････････････････････････ 14 
「マイ吹き出し」でお話の大好きなところを紹介しよう 
事例３ 第２学年･･････････････････････････････････････････････ 20 
なでしこレオ＝レオニ展を開こう 
事例４ 第２学年･･････････････････････････････････････････････ 28 
がまくん，かえるくんのシリーズを読んで，「すてき」を見付けて紹介しよう 
事例５ 第３学年･･････････････････････････････････････････････ 36 
食べ物の秘密を本で調べて，家の人に報告しよう 
事例６ 第３学年･･････････････････････････････････････････････ 44 
大好きな登場人物を「イチおしフリップ」で紹介しよう 
事例７ 第４学年･･････････････････････････････････････････････ 52 
『車のいろは空のいろ』シリーズの不思議を解き明かそう 
事例８ 第４学年･･････････････････････････････････････････････ 60 
心に残った物語の面白さを伝え合おう 
事例９ 第５学年･･････････････････････････････････････････････ 68 
伝記を読んで自分の生き方を考えよう 
事例 10 第５学年･････････････････････････････････････････････ 74 
お薦めします 私の心に響いたお話 
  ～｢おすすめカード｣で杉みき子作品をすいせんしよう～ 
事例 11 第６学年･････････････････････････････････････････････ 82 
「持続可能な社会」の実現について調べたことや考えたことを解説しよう 











































































， ，○ お気に入りの乗り物の図鑑カードづくりに必要な情報を得るために 乗り物図鑑を選んで読み
。 （ ）必要な情報を見付けようとする 国語への関心・意欲・態度
◎ お気に入りの乗り物について「はたらき」と「はたらき」に応じた「つくり」や「すごいと
」 。 （ ）ころ などの事柄の順序を意識して書くことができる 書くことイ
◎ 乗り物の「はたらき」と「はたらき」に応じた「つくり」の事柄の順序に気を付け，必要な情






・お気に入りの乗り物 ・お気に入りの乗り ・事柄の順序に気を付けて，乗り物 ・文の中におけ
の図鑑カードづくり 物について「はた の「はたらき」と「はたらき」に る主語と述語
に必要な情報を得る らき 「つくり」 応じた「つくり」を見付けて読ん との関係に注」
ために，乗り物図鑑 などの内容のまと でいる。 （イ） 意して読んだ
を選んだり，必要な まりごとに簡単な ・乗り物について必要な情報を文章 り，書いたり
情報を見付けたりし 構成を意識して書 や見出し，写真とその解説などに している。
。 。（ ） （ ）ようとしている。 いている （イ） 着目して選んで読んでいる カ イ(ｶ)
7
６ 単元の指導計画（全10時間扱い）
次 （評価方法）時 学習活動 ☆指導上の留意点 ◇評価規準
事前 ○学校の図書室，公立図書館を活用して，乗り物図鑑を準備し，関心を高めておく。









３ ・共通学習材の「バス」の「名前」を見 乗り物について必要な情報を文章第 ◇［読カ］
付け，どこに書かれているか，どんな や見出し，写真，写真の解説などに着目して二
次 発言）言葉に着目すればよいかに気付く。 選んで読んでいる。 （付箋，
・自分の乗り物の「名前」を見付け，付 ☆グループでいつでも相談できるような座席に
箋を貼り，名前を書き込む。 しておく。
［ ］ 「 」 「 」４ ・共通学習材の「バス」の「はたらき」 ◇ 読イ 乗り物の はたらき と はたらき
が書いてある文に付箋を貼り，どんな に応じた「つくり」の事柄の順序に気を付け
。 （ ， ）言葉に着目すればよいか確認する。 て読んでいる 付箋 振り返り

















７ ・共通学習材の「バ ・自分の図鑑カー 乗り物の「はたらき」と「はたら◇［書イ］



































。 （ ）できる 読むことイ
（２）本時①の展開
◇評価規準（評価方法）学 習 活 動 時 指導○及び，指導上の留意点・
１ 本時の課題をつ ２ ○本時のめあてと学習の進め方を確認する。． かむ。







・ はたらき （ぴったり合っているか）る。 「 」





３ ５ ○共通学習材における「バス」の「つくり」を文章中から見付けることが． 「図鑑カードに書く つ
できるようにする。くり」を見付けるため
・範読を聞きながら「つくり」を表す言葉に付箋を貼れるようにする。に，共通学習材におけ
・友達と相談してもよいことを告げ，困ったことや発見したことなどを予る バス の つくり「 」 「 」
め自由に交流できるようにしておく。を見付ける。






































， 。 （ ）着目しながら 必要な本や文章を選んで読むことができる 読むことカ
（２）本時②の展開
◇評価規準（評価方法）学 習 活 動 時 指導○及び，指導上の留意点・
１ 本時の課題をつ ２ ○本時のめあてと学習の進め方を確認する。． かむ。
５ ○図鑑カードの見本や図鑑の拡大写真に貼った付箋，教科書の文章を拡大２ 図鑑カードに書く す． 「
した掲示を基にすごいところの見付け方（手掛かり）を共通理解できるごいところ」を見付け























































図鑑カードの構成要素である「なまえ 「はたらき 「つくり 「すごいところ」を黒板に短冊な」 」 」
どで示したり，図鑑カードの見本の構成要素を色分けしたりすることで視覚的に必要な情報を意識
。 ， ，することができるようにした その際 共通学習材の四つの車についての文章を縦に並べて掲示し
図鑑カードとの構成の類似点や自分たちが書く図鑑カードの内容のイメージをつかめるようにし
た。また，見本となる「救急車」の図鑑カードはどのようにしてつくっていったかについて,実際

















図鑑から自分の乗り物の｢なまえ｣や「はたらき 「つくり 「すごいところ」を見付ける活動で」 」
は，共通学習材と書きぶりが違うので，見付けるのが難しいことが予想された。そこで，まず教師



























































１ 単元名 「マイ吹き出し」でお話の大好きなところを紹介しよう 
  教材名 「ずうっと，ずっと，大すきだよ」 
  
２ 言語活動とその特徴 




















































うとしている。                     （国語への関心・意欲・態度） 
◎ 自分の経験と結び付けながら，場面の様子について，登場人物の行動を中心に想像を広げて読
むことができる。                        （Ｃ読むことウ，オ） 
○ 言葉には，意味による語句のまとまりがあることに気付くことができる。      
（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｳ)） 
５ 単元の評価規準 










































































































































































































































































































































































































































































１ 単元名 なでしこレオ＝レオニ展を開こう 
















































































ったりしようとすることができる。              （国語への関心・意欲・態度） 
 ◎ お気に入りのレオ＝レオニ作品の場面の様子について，登場人物の行動を中心に想像を広げ
ながら読んだり，印象に残った一文を書き抜いたりすることができる。   （読むことウ，エ） 
 ○ 主語と述語との関係に注意して，文や文章を読んだり書いたりすることができる。 




























































































































































































げながら読むことができる。                        （読むことウ） 
（２）本時①の展開 





















































































うとすることができる。                   （国語への関心・意欲・態度） 
（２）本時②の展開 














































   ・同じ本を選んでいても心に残った一文が違っていた。 




























































本単元の第二次の共通学習材を学習する際には，場面ご    






















































































































事例４ 第２学年  
 
１ 単元名  がまくん，かえるくんのシリーズを読んで，「すてき」を見付けて紹介しよう 







































































































































６ 単元の指導計画（全 11 時間扱い） 

















































































































































































































７ 本時①の指導（７／11 時間目） 
（１）本時①の目標 
がまくん，かえるくんのシリーズから見付けた「すてき」を紹介するために，登場人物の言
動を手掛かりにして，その様子を想像しながら読むことができる。     （読むことウ） 
（２）本時①の展開 






























































８ 本時②の指導（８／11 時間目） 
（１）本時②の目標 
選んだ作品の「すてき」を紹介するために，人物の言動を手掛かりに，他の作品ともつなげ
て，すてきだと思ったわけをはっきりさせることができる。        （読むことオ） 
（２）本時②の展開 










































































































視点を，自分が選んだお話の「すてき」の理由を書くときに活用できる   
ようにした。 
 ③ お話の関連に気付くための交流の工夫と教師の支援 
（ポイント②⑥⑦） 



































































































































































































資料としては 食べものはかせになろう ポプラ社 や 身近な食べもののひみつ 学研 調，『 』（ ） 『 』（ ），『










。 （ ）まとめたいという思いを持って書こうとしたりする 国語への関心・意欲・態度
◎ 相手や目的をはっきりさせ，調査の結果など書こうとする中心が明確に伝わるように，事例を
。 （ ）挙げて調査報告文を書くことができる 書くことウ






・疑問に思ったことに ・調査の結果とそこか ・自分が調べたいことの中 ・文や段落相互の関
ついていろいろな本 ら考えたことなどが 心となる語や文を捉え， 係を示す手掛かり
から調べたり，分か 明確に伝わるよう， 段落相互の関係を考えて としての接続語の
ったことを報告文に 理由や事例を挙げて 読んでいる （イ） 役割を理解し，読。
書きたいという思い 調べたことを報告す ・自分の課題を解決するた んだり書いたりす
。 。を持って書いたりし る文章を書いている めに必要な本や文章を選 る際に用いている
ようとしている。 ウ んで読んでいる （カ） （イ(ｸ)）（ ） 。
６ 単元の指導計画（全13時間扱い）







































































































































































































































































































， 」 。 ，牛にゅうやだっしふんにゅうの水分をじょう発させ のうしゅくしたもの とあった さらに
「同じないようをちがう本から見つけたときは，分かりやすくするために二つを合体させて，
一つにまとめました 」と振り返りにあったため，必要に応じて情報を整理したと判断し 「十。 ，
分満足できる」状況とした。





































































本単元では モチモチの木 に加えて 児童に人気のある作品や場面展開が捉えやすい７作品 半「 」 ， （『
















。 （ ）白さに気付いたりしながら読もうとする 国語への関心・意欲・態度
◎ 大好きな登場人物を紹介するために，会話や行動・様子を表す複数の叙述に着目して読み，登
場人物の性格を捉えたり，交流を通して一人一人の感じ方について違いのあることに気付いたり





























次 ４ 〇選んだ作品 ◇［言］人物の性格を表す言葉を考え，















を書き抜く。 ◇ 読ウ 場面の移り変わりを捉えて こ［ ］ 「
・ ここがイチおし」の理由を確かめたり，広 こがイチおし」の理由を書いている。「
（ ， ）げたりするために同じ作品を選んだ友達とペ 学習シート フリップ
アになって交流する。 ◇［読オ］一人一人の感じ方について違



























































２ １．本時の学習を △学習計画表を見て今日の学習を確認し ・学習計画表や｢イチおしフリップ｣
確認する。 ましょう。今日は 「モチモチの木」 を使って本時の学習の目的を確認，
で「性格」の書き表し方を確かめま できるようにする。
す。





























９ ４．選んだ叙述に 〇選んだ文にどんな性格が表れているか ・全体交流



















８ ７．大好きな登場 △大好きな登場人物の性格を学習シート ◇［読ウ］複数の叙述を関係付けて
人物の性格を学 に書きましょう。 大好きな登場人物の性格を捉えて
















































































































































１ 単元名 『車のいろは空のいろ』シリーズの不思議を解き明かそう 
  教材名 「白いぼうし」他 『車のいろは空のいろ』シリーズ作品 
 
２ 言語活動とその特徴 




























































































る。                                 （読むことウ，エ） 
○ 指示語や接続語は，文相互の関係，段落相互の関係を端的に示す手掛かりになることを理解す
ることができる。           （伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｸ)） 
 
５ 単元の評価規準 



























６ 単元の指導計画（全 11 時間扱い） 







































































































































































































































































































































































７ 本時①の指導（５/11 時） 
（１） 目標  
お話の面白さを説明するために，複数場面を関連付けて場面の移り変わりを捉え，不思議を解き
明かす根拠となる叙述を指摘することができる。               （読むことウ） 
（２） 指導過程 




















































































８ 本時②の指導（11/11 時） 
（１）目標  
互いの選んだお話について説明し合い，場面の移り変わりを捉えてファンタジー作品の面白さを
味わうことができる。                           （読むことウ） 
（２）指導過程 
























































































































































































１ 単元名 心に残った物語の面白さを伝え合おう 
  教材名 「プラタナスの木」  
 
２ 言語活動とその特徴 




































































うとしている。                       （国語への関心・意欲・態度） 
 ○ 場面の移り変わりに注意しながら，登場人物の性格や気持ちの変化，情景などについて，叙述を
基に想像して読むことができる。                      （読むことウ） 
◎ 文章を読んで考えたことを発表し合い，一人一人の感じ方について違いのあることに気付くこと
ができる。                                （読むことオ） 
















































































































































































































































































































































    「プラタナスの木」に対する各自の感想を伝え合う活動を通して，一人一人の感じ方の違いに
気付き，自分が持っていなかった読みの面白さを新たに発見することができる。（読むことオ） 
（２）指導過程 




































































































































































































































































 事例９ 第５学年 
１ 単元名 伝記を読んで自分の生き方を考えよう 





































の生き方について考えたりしようとする。            （国語への関心・意欲・態度） 
 ◎ 人物の描写と書き手の評価を区別して読むなど効果的な読み方を工夫して読み，描かれた人物の
行動や生き方から，読み手である自分に強く伝わってきたことを明確にし，自分の経験や考え方な
どとの共通点や相違点を見付け，自分の考えをまとめることができる。    （読むことイ，オ） 
68













































































































































































































たりして自分の考えをまとめることができる。                 （読むことオ） 
（２）指導過程 









































































































































































































































































































。 （ ） 。 （ ）た理由をまとめている エ 読んでいる イ(ｹ)
・杉みき子作品の魅力を紹介し合
い，自分の読みを見直したり広
。 （ ）げたりしている オ
75
６ 単元の指導計画（全９時間扱い）
次 時 主な学習活動 指導上の留意点(・)と評価（◇）






















［ ］ ，で交流する。 ◇ 読エ ｢わらぐつの中の神様｣を読み
・｢読後感｣，｢あらす 場面設定，登場人物の相互関係や心情
じ｣，｢一番心に響い の変化に着目して物語のあらすじを捉




















































































































三 ９ ・感想カードを準備し，友達の｢おすすめ○ ｢おすすめカード｣を読み合い，感想を交流し
カード｣を読んで気付いた共通点や相違たりもう一度作品を読み返したりする。
・｢おすすめカード｣を読み合い，感想カードに 点，よさなどを記入させ，自分の考え
記入したり 作品をもう一度読み返したりする を広げることができるようにする。， 。













































































































































































事例 11 第６学年 
 
１ 単元名 「持続可能な社会」の実現について調べたことや考えたことを解説しよう 




















































































うとする。                         （国語への関心・意欲・態度） 
◎ 自分の主張を展開する上で必要な情報を選ぶために，効果的な読み方を選択して複数の本や文
章などを比べて読んだり，文章の内容を的確に押さえて自分の考えを明確にしながら読んだりす
ることができる。                         （読むことイ，ウ，カ） 
 ○ 文や文章にはいろいろな構成があり，書く目的に応じた構成がなされていることを理解するこ
とができる。             （伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｷ)） 
 
５ 単元の評価規準 
























６ 単元の指導計画（全 12 時間扱い） 




























































































































































































































高める情報を収集することができる。                  （読むことイ，カ） 
（２）指導過程 

















































































































































































































































































。 ， 。 ，的に捉えることができる 本文はさほど長いわけではなく 実際の本は絵本に近い 心情描写より
情景描写が多い。全体を通して，抽象度の高い表現の作品群であると言える。
内容面としては，主人公の成長を軸とした物語が多い。主人公もストーリーも様々だが，共通し



























次 時 主な学習活動 ・指導上の留意点 ◇評価規準（評価方法）





























［ ］「 」 ，６ ○２回目の読書座談会『海のいのち』編の ◇ 読エ 千びきに一ぴき などの言葉や
７ 準備を行う。 太一がクエにもりを打たない場面などの
［一人読み］ 『海のいのち』の象徴的な場面及び，シリ

































































































２ グループごとに読書座談会を行う。 ［読オ］読書座談会の中で 『海のいのち』◇ ，
・序盤にグループのみんなが重要だと考えて の「千びきに一ぴき 「海に帰った」などの」
木のいのち』の「変いる叙述に対する疑問を話し合う。 叙述を他作品の叙述（『
わりありません 田んぼのいのち の 米・中盤はテーマと直接つながらないかもしれ 」，『 』 「
そのものが命 『街のいのち』の「おかあない課題についても，時間があれば話す。 」，
・終盤は，全グループ共通のテーマや題名の ）とつなげながら考さんありがとう」など
































本単元の読書座談会の目的は 「命」について自分の考えを持つことである 「命」をテーマに， 。
， 。書かれた作品群を児童に提示することで 読書座談会で関連付けて読むことのできる作品が増える































































（例 ・ 千びきに一ぴき」という意味は 『天とくっついた島』で言っていたように 「海をこわ）「 ， ，
さないようにする」というメッセージだと思う。










































， ， 。確で 話す課題は自分たちで決めたものであり それについての考えも学習シートに書き込んである
心の準備と学習に向かうための実質的な準備が十分に整っている中で，児童たちは安心して生き生き
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